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主な掲載内容
◆３月定例議会で決まったこと

◆３月定例議会委員会審査報告

◆令和８年度当初予算審査報告

◆市政を問う（代表質問・個人質問）

◆議会活動報告会、シティミーティング、

区長連絡協議会との懇談会、編集後記
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　「延岡市すべての市民の人権が尊重されるまちづくり条例」や「延岡市人権教育啓発推進方針」に
おいて、解決すべき人権課題の一つとして掲げている犯罪被害者等の支援について、関係者間で連携
協力しながら途切れのない支援を提供し、市民が安心して暮らすことのできる地域社会を実現する
ため、条例制定を行うもの。　

3月定例議会の主な議案の委員会審査報告
総務政策委員会 延岡市犯罪被害者等支援条例の制定

概 

要

主
な
質
疑・応
答

答 ： 基本的に人権推進課が担当窓口となる。
問 ： 相談や情報提供等を総合的に行うための窓口はどこへ置くことを想定しているのか。

答 ： 犯罪により心身に被害を受けた方が対象となっており、警察に被害届が出されているかなどの確認を行った
後、市が申請を受理し、支援金を支払う形になる。

問 ： 条例可決後、規則により支援金の支給等について定めることとしているが、支給要件に該当するかの
判断はどのように行うのか。

　令和元年度から現在まで利用がなされていない北方町にある高齢者活動促進施設について、地元
とも利活用について協議を行ってきたが、地域でも利活用の見込みがないことから、用途廃止を
行うことと合わせて、本条例を廃止するもの。　　

延岡市高齢者活動促進施設条例を廃止する
条例の制定

概 

要

主
な
質
疑・応
答

答 ： 当該施設は、指定管理者制度を導入しており、指定管理期間は、令和3年度から今年度までとなる。この期間
は、コロナ禍ということもあり、状況を見ながら運営していたが、コロナ収束後も、地域住民の高齢化

などもあり、利用実績はなかったことから、今回、指定管理期間が終了するタイミングで施設を廃止する

こととした。　

問 ： 当該施設は、令和元年度以降、利用者実績がないとのことだが、もっと早く廃止することはでき
なかったのか。

　国の「保険料水準統一加速化プラン」及び「宮崎県国民健康保険運営方針」による保険税水準
の統一を目指すことになったことや、子ども・子育て支援法等の改正を受けた地方税法の改正
により、子ども・子育て支援納付金課税額が新設されることとなったことから、所要の改正を行う
もの。

厚生教育委員会

概 

要

主
な
質
疑・応
答

答 ： 今回の改正によって、減額となる世帯もある一方で、増額となる世帯もあるが、指摘のとおり、子ども・
子育て支援納付金課税額については、全世帯・全被保険者から徴収するものであり、増額分の大半を占めて

いることから影響は大きいものと認識している。　

問 ： 今回の改正において、資産割の段階的廃止に伴う減額分については、被保険者均等割額を引き
上げることで、相殺されることを踏まえると、国民健康保険税の全体的な増額分については、
新設される子ども・子育て支援納付金課税額の増額分が実質的に影響しているものと認識して
よいか。

　3月定例議会では、常任委員会(総務政策、産業建設、厚生教育)、特別委員会
(議会活性化)の調査・研究の報告を行いました。報告書は、ホームページに掲載
しています。報告書はこちらから▶

産業建設委員会

延岡市国民健康保険税条例の一部改正

２

令和8年度延岡市一般会計予算　ほか7件

延岡市長の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例の一部改正

延岡市犯罪被害者等支援条例の制定

延岡市ハローワールド国際交流基金条例を廃止する条例の制定

延岡市職員定数条例の一部改正　ほか1件

延岡市火災予防条例の一部改正

延岡市コワーキングスペース条例の一部改正　ほか1件

延岡市高齢者活動促進施設条例を廃止する条例の制定　ほか1件

延岡市祝子川森林レクリエーション施設条例の一部改正

延岡市ホタルの宿条例の制定　ほか1件

延岡市国民健康保険税条例の一部改正　ほか1件

延岡市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正　ほか1件

延岡市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正　ほか2件

延岡市長期総合計画基本構想の策定

延岡市長期総合計画前期基本計画の策定

延岡市過疎地域持続的発展計画の策定

指定管理者の指定（延岡市島浦デイサービスセンター）

議決事項の一部変更（西階公園野球場施設整備事業　建築主体工事）

専決処分の承認（令和7年度延岡市一般会計補正予算（1月補正））

令和7年度延岡市一般会計補正予算　ほか6件

和解及び損害賠償の額の決定

訴えの提起

副市長の選任（上猶 真美 氏）

農業委員会委員の選任（安藤 重德 氏、緒方 武彦 氏、小野 有紗 氏、甲斐 亜季 氏、甲斐 壽德 氏、
片伯部 隆 氏、菊池 光雄 氏、木原 専二 氏、柴田 房子 氏、須藤 寛之 氏、髙橋 利喜哉 氏、
中村  みえ 氏、貫 藍 氏、花畑 志良一 氏、牧野 博文 氏、松下 康廣 氏、松田 純二 氏、松田 宗史 氏、
矢野 光一 氏）

人権擁護委員候補者の推薦（紫雲 龍教 氏）

延岡市議会委員会条例の一部改正

専決処分の報告（物損事故に伴う和解及び損害賠償額の決定）　ほか6件

３月定例議会で決まったこと （２/16～３/19）
　3月定例議会では、令和8年度各会計の当初予算など44件の議案を可決・承認しました。また、副市長の選任、
農業委員会委員の選任及び人権擁護委員候補者の推薦に同意し、市長から7件の報告を受けました。
　一般質問では、3日間で関連質問を含む13名が登壇し、令和8年度当初予算、基金の状況、自治会への加入、
危険樹木の伐採等、多岐にわたり活発な議論が交わされました。　

議　案　名 結 果

請 願 ・ 陳 情 結 果

報 告 案 件

延岡市における不登校児童生徒に対して更なる多様な学習機会の確保のための支援制度を求める請願

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

修正可決

原案可決

原案可決

原案可決

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

原案同意

原案同意

原案可決

取下げ

かみ なお
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第
１
分
科
会

総
務
政
策
委
員
会

　令和8年度各会計当初予算は、3月定例会において、「一般会計」、「食肉センター特別会計」、「介護保険特別
会計」、「水道事業会計」及び「下水道事業会計」については全員異議なく、「国民健康保険特別会計」及び「後期
高齢者医療特別会計」については賛成多数で可決しました。
　下記に、各会計の予算額と、予算審査特別委員会における質疑・応答の一部を掲載します。

■令和8年度当初予算審査報告■

会　計　別 令和8年度当初予算 令和7年度当初予算 前年度伸率

一  般  会  計

合　　　計

　南海トラフ地震など大規模災害が発生した場合、国や県の支援物資が届くまでの間に必要となる物資
を備蓄する。また、市内各所に分散備蓄する備蓄品の棚卸を行い、保管場所や保管備蓄の品目及び数量、
保管状態等を正確に把握し、災害時に即応可能な管理体制及びローリングストックの円滑化・効率化
に向けた基礎データの構築を推進する。　

問 ： 各備蓄倉庫における備蓄品の数量等を把握しているのか。　

【災害用備蓄品配備事業】  《予算額 ： 755万1千円》

答 ： 市内の約100ヶ所に分散備蓄されている備蓄品について、台帳で管理しているものの、雨漏りに
よる劣化や数量の不正確さ、保存状態への懸念が確認されている。このため、現状の備蓄品の状態

を再整理し、来年度からは国のシステムを活用して、数量、品目、保存状態まで含めて正確に管理

していく予定としている。　

第
２
分
科
会

産
業
建
設
委
員
会

　市内経済の活性化を図るため、市内の農林水産物や加工品などの地域資源の磨き上げや販路拡大等を
行う地域商社の設立に向けた検討を行う。

問 ： 本事業で予定している委託業務の内容と委託先の選定方法は。

【地域商社設立準備事業】  《予算額 ： 719万2千円》

答 ： 委託業務の内容としては、市内事業者や生産者へのアンケート調査・ヒアリング調査の実施に
よる現状と課題の把握、地域商社が取り組むべき課題の整理や担うべき役割、機能の調査のほか、

コンセプトづくりの検討などを想定している。また、委託事業者については、公募にて決定したい

と考えているが、公募対象者としては、他の自治体や企業等において、商品開発やマーケティング

などを行った実績のある事業者を想定している。　

第
３
分
科
会

厚
生
教
育
委
員
会

　国の脱炭素先行地域に選定された一ヶ岡エリアにおいて、令和9年度までに民生部門での脱炭素化を
実現するため、再エネ・省エネ設備導入等事業に対し、国の交付金を活用した補助を実施する。　

問 ： 5カ年計画の4年目になるが、事業の進捗率はどのような状況なのか。

【ゼロカーボンシティ推進モデル事業】  《予算額 ： 8億9,947万５千円》

答 ： 国へ提出している計画の交付金額全体額の33億円程度に対して、これまでの執行額が約7.3億円
となっており、2割程度の進捗状況となっている。

問 ： 今後の進捗状況によっては、国の交付金の返還等が生じるのではないのか。
答 ： 国と協議を進めている中で、現状の進捗率に対して指導いただいているところであるが、現在の

ところ、すでに再エネ・省エネ設備を導入した施設に関しては交付金の返還の必要はないものと

認識している。

特別
会計

企業
会計

690億66,000千円

123億148千円

100千円

140億75,065千円

22億25,521千円

41億68,178千円

70億19,698千円

1,088億54,710千円

711億81,000千円

131億17,440千円

100千円

140億37,276千円

20億20,314千円

40億80,643千円

79億20,320千円

1,123億57,093千円

△3.0％

△6.2％

0％

0.3％

10.2％

2.1％

△11.4％

△3.1％

国 民 健 康 保 険

食 肉 セ ン タ ー

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

水 道 事 業

下 水 道 事 業

5

自
治
会
の
回
覧
板

【
問
】紙
の
回
覧
板
は
回
覧

後
に
内
容
を
見
返
せ
ず
情
報

が
定
着
し
に
く
い
。紙
と
併
用

で
き
る
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
の

導
入
や
実
証
実
験
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

【
答
】市
と
地
域
の
情
報
の

重
複
等
の
整
理
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
紙

媒
体
で
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
改
善
策
を
検
討

し
、
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

危
険
樹
木

【
問
】防
災
・
減
災
の
観
点

か
ら
、所
有
者
責
任
を
前
提

と
し
つ
つ
も
、高
齢
化
や
地
域

の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

現
実
を
踏
ま
え
、危
険
樹
木

の
伐
採
・
除
去
に
対
す
る
助
成

制
度
や
支
援
の
仕
組
み
を

検
討
で
き
な
い
か
。

【
答
】他
自
治
体
の
事
例
な
ど

を
調
査
し
、
課
題
や
問
題

を
整
理
し
た
上
で
、
ど
の

よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
が

良
い
の
か
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。

地
域
医
療

【
問
】既
存
の
医
療
機
関
の

事
業
承
継
に
よ
る
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】病
院
や
診
療
所
に
お
い

て
、他
の
医
師
や
医
療
法
人

が
、
保
険
診
療
を
引
き
継
ぐ

場
合
に
、5
0
0
万
円
の
奨
励

金
を
交
付
す
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

【
問
】担
い
手
不
足
は
年
々

深
刻
化
し
て
い
る
。担
い
手

確
保
に
向
け
て
の
取
り
組
み

と
、効
果
に
つ
い
て
の
認
識
を

伺
う
。

【
答
】区
長
訪
問
や
候
補
者

へ
の
働
き
か
け
な
ど
行
い

一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

民
生
委
員
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た

体
験
会
も
実
施
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

部
活
動
の
地
域
展
開

2月25日代表質問（関連質問を含む）議員13名が一般質問

立
憲
民
主
党
市
議
団

宮
田
博
徳 

議
員

立
憲
民
主
党
市
議
団

長
友
幸
子 

議
員

市政を問う！

関
連

質
問

南
延
岡
駅

【
問
】昨
年
3
月
議
会
で
、基
本

計
画
図
を
J
R
九
州
に
提
示

し
た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。駅
西

側
の
土
地
に
加
え
、駅
東
側
の

土
地
の
購
入
や
賃
貸
の
検
討
、

乗
入
口
や
駐
車
場
の
整
備
も

必
要
で
は
。　

【
答
】駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
等
の
検
討
を
進
め
る
上

で
も
、
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

も
含
め
駅
の
在
り
方
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ

九
州
と
様
々
な
観
点
か
ら

協
議
を
行
う
。

有
害
鳥
獣
対
策

【
問
】鹿
な
ど
の
個
体
の
多
く

は
、山
林
に
埋
設
処
分
さ
れ

て
い
る
。農
林
業
へ
の
被
害

防
止
や
水
・
土
壌
の
環
境
保
護

の
観
点
か
ら
、有
害
鳥
獣
専
用

焼
却
施
設
を
建
設
し
て
は
。

【
答
】財
政
負
担
も
大
き
く
、

ま
た
、
本
市
は
、
清
掃
工
場

へ
の
持
ち
込
み
が
可
能
な

の
で
、
新
た
な
施
設
整
備

は
慎
重
な
判
断
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

林
業
施
策

【
問
】2
0
2
0
年
7
月
の
熊
本

豪
雨
の
現
地
調
査
で
は
、斜
面

崩
壊
2
3
6
ケ
所
の
9
割
以
上

が
皆
伐
跡
地
も
し
く
は
地
形

や
土
質
、水
の
流
れ
を
無
視
し
て

作
設
さ
れ
た
林
道
や
作
業
道
が

起
点
だ
っ
た
。本
市
の
森
林
皆
伐

時
の
災
害
発
生
防
止
対
策
は
。

【
答
】伐
採
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で

伐
採
事
業
者
に
災
害
防
止
等
の

指
導
を
徹
底
し
、
県
や
森
林

組
合
と
連
携
し
て
再
造
林
を

推
進
し
災
害
の
防
止
に
努
め
る
。

河
川
の
流
木
対
策

【
問
】北
川
町
の
小
川
上
流
で
は

倒
木
後
に
流
木
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
箇
所
が
複
数
あ
る
。

河
道
へ
の
堆
積
防
止
の
た
め
、

撤
去
が
必
要
で
は
。

【
答
】宮
崎
県
土
木
事
務
所
が

現
地
確
認
を
行
い
、
治
水
上

影
響
が
あ
れ
ば
撤
去
を
行
う

と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、尾
平

潜
水
橋
下
部
に
つ
い
て
は
、

市
で
早
急
に
流
木
の
撤
去
を

行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

選
挙
の
あ
り
方

公
明
党
市
議
団

小
野
正
二 

議
員

公
明
党
市
議
団

山
本
珠
美 

議
員

関
連

質
問

本
市
公
式
ア
プ
リ
の

利
用

【
問
】本
市
が
提
供
す
る
ア
プ
リ

は
複
数
あ
り
、手
続
に
よ
っ
て

は
外
部
ア
プ
リ
も
必
要
と
な
る

現
状
に
対
し
、ど
の
よ
う
に

整
理
し
、改
善
し
て
い
く
の
か
。

【
答
】本
年
度
取
り
組
む
フ
ロ

ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
に
お
い
て
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ

て
い
る
が
、
こ
の
仕
組
み
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

複
数
ア
プ
リ
の
活
用
で
実
現

で
き
、今
後
様
々
な
手
続
き
を

安
全
に
展
開
で
き
る
仕
組
み

で
あ
り
、
今
後
利
便
性
の

向
上
を
図
る
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

【
問
】延
岡
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

集
約
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、公
開

か
ら
現
在
ま
で
市
民
や
イ
ベ

ン
ト
主
催
者
に
対
し
、周
知
と

掲
載
依
頼
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】市
公
式
H
P
や
L
I
N
E

基
本
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
掲
載
、

市
内
8
箇
所
の
デ
ジ
タ
ル

友
愛
ク
ラ
ブ

前
田
　
遼 

議
員

サ
イ
ネ
ー
ジ
、
庁
舎
内
モ
ニ

タ
ー
で
の
放
映
な
ど
、
継
続

的
な
周
知
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
延
べ
約
7
万
人

に
利
用
い
た
だ
き
、
閲
覧
数

は
約
5
0
0
件
／
日
と

な
っ
て
い
る
。

教
育
環
境
の
整
備

【
問
】文
科
省
の
避
難
所
指
定

の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置

を
進
め
る
資
料
の
な
か
で
、

以
前
よ
り
も
取
り
組
み
や
す
い

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
の
公
立
学
校
体
育

館
へ
の
空
調
整
備
に
対
す
る

見
解
は
。

【
答
】
避
難
所
指
定
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
空
調
設
備

の
導
入
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
国
の
空
調

設
備
整
備
臨
時
特
例
交
付

金
の
弾
力
化
は
承
知
し
て

お
り
、
現
在
、
学
校
ご
と
の

工
事
費
及
び
設
計
費
の

試
算
や
設
置
方
法
、
避
難
所

指
定
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

中
小
企
業
支
援

注
1
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第
１
分
科
会

総
務
政
策
委
員
会

　令和8年度各会計当初予算は、3月定例会において、「一般会計」、「食肉センター特別会計」、「介護保険特別
会計」、「水道事業会計」及び「下水道事業会計」については全員異議なく、「国民健康保険特別会計」及び「後期
高齢者医療特別会計」については賛成多数で可決しました。
　下記に、各会計の予算額と、予算審査特別委員会における質疑・応答の一部を掲載します。

■令和8年度当初予算審査報告■

会　計　別 令和8年度当初予算 令和7年度当初予算 前年度伸率

一  般  会  計

合　　　計

　南海トラフ地震など大規模災害が発生した場合、国や県の支援物資が届くまでの間に必要となる物資
を備蓄する。また、市内各所に分散備蓄する備蓄品の棚卸を行い、保管場所や保管備蓄の品目及び数量、
保管状態等を正確に把握し、災害時に即応可能な管理体制及びローリングストックの円滑化・効率化
に向けた基礎データの構築を推進する。　

問 ： 各備蓄倉庫における備蓄品の数量等を把握しているのか。　

【災害用備蓄品配備事業】  《予算額 ： 755万1千円》

答 ： 市内の約100ヶ所に分散備蓄されている備蓄品について、台帳で管理しているものの、雨漏りに
よる劣化や数量の不正確さ、保存状態への懸念が確認されている。このため、現状の備蓄品の状態

を再整理し、来年度からは国のシステムを活用して、数量、品目、保存状態まで含めて正確に管理

していく予定としている。　

第
２
分
科
会

産
業
建
設
委
員
会

　市内経済の活性化を図るため、市内の農林水産物や加工品などの地域資源の磨き上げや販路拡大等を
行う地域商社の設立に向けた検討を行う。

問 ： 本事業で予定している委託業務の内容と委託先の選定方法は。

【地域商社設立準備事業】  《予算額 ： 719万2千円》

答 ： 委託業務の内容としては、市内事業者や生産者へのアンケート調査・ヒアリング調査の実施に
よる現状と課題の把握、地域商社が取り組むべき課題の整理や担うべき役割、機能の調査のほか、

コンセプトづくりの検討などを想定している。また、委託事業者については、公募にて決定したい

と考えているが、公募対象者としては、他の自治体や企業等において、商品開発やマーケティング

などを行った実績のある事業者を想定している。　

第
３
分
科
会

厚
生
教
育
委
員
会

　国の脱炭素先行地域に選定された一ヶ岡エリアにおいて、令和9年度までに民生部門での脱炭素化を
実現するため、再エネ・省エネ設備導入等事業に対し、国の交付金を活用した補助を実施する。　

問 ： 5カ年計画の4年目になるが、事業の進捗率はどのような状況なのか。

【ゼロカーボンシティ推進モデル事業】  《予算額 ： 8億9,947万５千円》

答 ： 国へ提出している計画の交付金額全体額の33億円程度に対して、これまでの執行額が約7.3億円
となっており、2割程度の進捗状況となっている。

問 ： 今後の進捗状況によっては、国の交付金の返還等が生じるのではないのか。
答 ： 国と協議を進めている中で、現状の進捗率に対して指導いただいているところであるが、現在の

ところ、すでに再エネ・省エネ設備を導入した施設に関しては交付金の返還の必要はないものと

認識している。

特別
会計

企業
会計

690億66,000千円

123億148千円

100千円

140億75,065千円

22億25,521千円

41億68,178千円

70億19,698千円

1,088億54,710千円

711億81,000千円

131億17,440千円

100千円

140億37,276千円

20億20,314千円

40億80,643千円

79億20,320千円

1,123億57,093千円

△3.0％

△6.2％

0％

0.3％

10.2％

2.1％

△11.4％

△3.1％

国 民 健 康 保 険

食 肉 セ ン タ ー

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

水 道 事 業

下 水 道 事 業
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自
治
会
の
回
覧
板

【
問
】紙
の
回
覧
板
は
回
覧

後
に
内
容
を
見
返
せ
ず
情
報

が
定
着
し
に
く
い
。紙
と
併
用

で
き
る
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
の

導
入
や
実
証
実
験
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

【
答
】市
と
地
域
の
情
報
の

重
複
等
の
整
理
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
紙

媒
体
で
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
改
善
策
を
検
討

し
、
デ
ジ
タ
ル
回
覧
板
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

危
険
樹
木

【
問
】防
災
・
減
災
の
観
点

か
ら
、所
有
者
責
任
を
前
提

と
し
つ
つ
も
、高
齢
化
や
地
域

の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

現
実
を
踏
ま
え
、危
険
樹
木

の
伐
採
・
除
去
に
対
す
る
助
成

制
度
や
支
援
の
仕
組
み
を

検
討
で
き
な
い
か
。

【
答
】他
自
治
体
の
事
例
な
ど

を
調
査
し
、
課
題
や
問
題

を
整
理
し
た
上
で
、
ど
の

よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
が

良
い
の
か
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。

地
域
医
療

【
問
】既
存
の
医
療
機
関
の

事
業
承
継
に
よ
る
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】病
院
や
診
療
所
に
お
い

て
、他
の
医
師
や
医
療
法
人

が
、
保
険
診
療
を
引
き
継
ぐ

場
合
に
、5
0
0
万
円
の
奨
励

金
を
交
付
す
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

【
問
】担
い
手
不
足
は
年
々

深
刻
化
し
て
い
る
。担
い
手

確
保
に
向
け
て
の
取
り
組
み

と
、効
果
に
つ
い
て
の
認
識
を

伺
う
。

【
答
】区
長
訪
問
や
候
補
者

へ
の
働
き
か
け
な
ど
行
い

一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

民
生
委
員
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た

体
験
会
も
実
施
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

部
活
動
の
地
域
展
開

2月25日代表質問（関連質問を含む）議員13名が一般質問

立
憲
民
主
党
市
議
団

宮
田
博
徳 

議
員

立
憲
民
主
党
市
議
団

長
友
幸
子 

議
員

市政を問う！

関
連

質
問

南
延
岡
駅

【
問
】昨
年
3
月
議
会
で
、基
本

計
画
図
を
J
R
九
州
に
提
示

し
た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。駅
西

側
の
土
地
に
加
え
、駅
東
側
の

土
地
の
購
入
や
賃
貸
の
検
討
、

乗
入
口
や
駐
車
場
の
整
備
も

必
要
で
は
。　

【
答
】駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
等
の
検
討
を
進
め
る
上

で
も
、
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

も
含
め
駅
の
在
り
方
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。Ｊ
Ｒ

九
州
と
様
々
な
観
点
か
ら

協
議
を
行
う
。

有
害
鳥
獣
対
策

【
問
】鹿
な
ど
の
個
体
の
多
く

は
、山
林
に
埋
設
処
分
さ
れ

て
い
る
。農
林
業
へ
の
被
害

防
止
や
水
・
土
壌
の
環
境
保
護

の
観
点
か
ら
、有
害
鳥
獣
専
用

焼
却
施
設
を
建
設
し
て
は
。

【
答
】財
政
負
担
も
大
き
く
、

ま
た
、
本
市
は
、
清
掃
工
場

へ
の
持
ち
込
み
が
可
能
な

の
で
、
新
た
な
施
設
整
備

は
慎
重
な
判
断
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

林
業
施
策

【
問
】2
0
2
0
年
7
月
の
熊
本

豪
雨
の
現
地
調
査
で
は
、斜
面

崩
壊
2
3
6
ケ
所
の
9
割
以
上

が
皆
伐
跡
地
も
し
く
は
地
形

や
土
質
、水
の
流
れ
を
無
視
し
て

作
設
さ
れ
た
林
道
や
作
業
道
が

起
点
だ
っ
た
。本
市
の
森
林
皆
伐

時
の
災
害
発
生
防
止
対
策
は
。

【
答
】伐
採
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で

伐
採
事
業
者
に
災
害
防
止
等
の

指
導
を
徹
底
し
、
県
や
森
林

組
合
と
連
携
し
て
再
造
林
を

推
進
し
災
害
の
防
止
に
努
め
る
。

河
川
の
流
木
対
策

【
問
】北
川
町
の
小
川
上
流
で
は

倒
木
後
に
流
木
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
箇
所
が
複
数
あ
る
。

河
道
へ
の
堆
積
防
止
の
た
め
、

撤
去
が
必
要
で
は
。

【
答
】宮
崎
県
土
木
事
務
所
が

現
地
確
認
を
行
い
、
治
水
上

影
響
が
あ
れ
ば
撤
去
を
行
う

と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、尾
平

潜
水
橋
下
部
に
つ
い
て
は
、

市
で
早
急
に
流
木
の
撤
去
を

行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

選
挙
の
あ
り
方

公
明
党
市
議
団

小
野
正
二 

議
員

公
明
党
市
議
団

山
本
珠
美 

議
員

関
連

質
問

本
市
公
式
ア
プ
リ
の

利
用

【
問
】本
市
が
提
供
す
る
ア
プ
リ

は
複
数
あ
り
、手
続
に
よ
っ
て

は
外
部
ア
プ
リ
も
必
要
と
な
る

現
状
に
対
し
、ど
の
よ
う
に

整
理
し
、改
善
し
て
い
く
の
か
。

【
答
】本
年
度
取
り
組
む
フ
ロ

ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
に
お
い
て
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ

て
い
る
が
、
こ
の
仕
組
み
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

複
数
ア
プ
リ
の
活
用
で
実
現

で
き
、今
後
様
々
な
手
続
き
を

安
全
に
展
開
で
き
る
仕
組
み

で
あ
り
、
今
後
利
便
性
の

向
上
を
図
る
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

【
問
】延
岡
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

集
約
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、公
開

か
ら
現
在
ま
で
市
民
や
イ
ベ

ン
ト
主
催
者
に
対
し
、周
知
と

掲
載
依
頼
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】市
公
式
H
P
や
L
I
N
E

基
本
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
掲
載
、

市
内
8
箇
所
の
デ
ジ
タ
ル

友
愛
ク
ラ
ブ

前
田
　
遼 

議
員

サ
イ
ネ
ー
ジ
、
庁
舎
内
モ
ニ

タ
ー
で
の
放
映
な
ど
、
継
続

的
な
周
知
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
延
べ
約
7
万
人

に
利
用
い
た
だ
き
、
閲
覧
数

は
約
5
0
0
件
／
日
と

な
っ
て
い
る
。

教
育
環
境
の
整
備

【
問
】文
科
省
の
避
難
所
指
定

の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置

を
進
め
る
資
料
の
な
か
で
、

以
前
よ
り
も
取
り
組
み
や
す
い

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
の
公
立
学
校
体
育

館
へ
の
空
調
整
備
に
対
す
る

見
解
は
。

【
答
】
避
難
所
指
定
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
空
調
設
備

の
導
入
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
国
の
空
調

設
備
整
備
臨
時
特
例
交
付

金
の
弾
力
化
は
承
知
し
て

お
り
、
現
在
、
学
校
ご
と
の

工
事
費
及
び
設
計
費
の

試
算
や
設
置
方
法
、
避
難
所

指
定
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

中
小
企
業
支
援

注
1



７

九
州
中
央
自
動
車
道

【
問
】舞
野
I
C
の
フ
ル
イ
ン

タ
ー
化
が
実
現
す
れ
ば
、地
域

の
物
流
の
効
率
化
や
災
害
時

に
は
命
の
道
と
し
て
、多
方
面

に
わ
た
る
地
域
活
性
化
が
期
待

で
き
る
。整
備
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

要
請
し
て
い
く
か
国
や
県

の
考
え
も
含
め
、
様
々
な

角
度
か
ら
考
え
る
必
要
が

あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

九
州
医
療
科
学
大
学

【
問
】若
者
全
体
が
延
岡
は

住
み
や
す
い
と
感
じ
、住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
仕
掛
け

作
り
が
重
要
。市
が
実
態
を

把
握
し
、取
り
組
む
必
要
が

あ
る
が
、ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

【
答
】
卒
業
生
を
含
む
若
者

が
将
来
地
域
で
活
躍
す
る

た
め
の
新
た
な
雇
用
先
の

創
出
に
挑
戦
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

部
活
動
地
域
展
開

自
主
財
源
確
保

【
問
】本
市
に
お
い
て
確
実
で

恒
久
的
な
財
源
確
保
に
つ
な

が
る
市
有
林
の
木
材
売
却
に

よ
る
、自
主
財
源
の
確
保
を

提
案
す
る
が
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
】現
在
多
く
の
市
有
林
が

利
用
伐
期
を
迎
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
有
林
の
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
売
払
と

再
造
林
を
推
進
す
る
体
制

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

選
挙
運
営

【
問
】投
票
所
の
維
持
が
難
し
い

山
間
部
や
交
通
手
段
が
な
い

人
、介
護
施
設
入
所
者
等
の

投
票
機
会
を
向
上
す
る
為
に

も
、移
動
期
日
前
投
票
所
を

開
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】他
市
町
村
の
取
り
組
み

状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
市
に
と
っ
て
、
最
も
効
果

的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
方

策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

調
査
、研
究
を
進
め
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

北
方
イ
ン
タ
ー
公
園

施
政
方
針

【
問
】北
方
町
か
ら
五
ヶ
瀬
町

に
至
る
六
峰
街
道
の
観
光
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

【
答
】
関
係
町
村
の
意
向
も

配
慮
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

土
砂
災
害
対
策

【
問
】大
雨
や
地
震
に
よ
り
山

が
崩
れ
、私
有
地
内
に
土
砂

が
流
れ
込
む
と
土
砂
撤
去
は

土
地
所
有
者
が
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、行
政
か
ら

の
支
援
な
ど
は
な
い
の
か
。

【
答
】令
和
7
年
度
よ
り
異
常

気
象
に
よ
る
土
砂
災
害
宅
地

等
復
旧
補
助
制
度
を
導
入

し
て
い
る
。

金
堂
ケ
池

【
問
】池
の
水
を
抜
き
、大
規
模

な
池
干
し
が
行
わ
れ
た
が
、何

か
進
展
が
あ
っ
た
の
か
。

【
答
】
定
期
的
な
目
視
の

観
測
で
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
水
の
透
明
度
が

高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
感
じ

て
い
る
。

障
が
い
者
福
祉
バ
ス

【
問
】く
ろ
し
お
号
は
導
入
以
来

30
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
。

今
後
の
更
新
計
画
は
。

【
答
】平
成
10
年
の
取
得
か
ら

27
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

修
繕
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

含
め
、
運
行
管
理
を
運
輸
業

専
門
の
事
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。
障
が
い
者
が
安
心
・

安
全
に
利
用
い
た
だ
け
る

こ
と
を
大
前
提
に
、
利
用
者

や
運
行
事
業
者
等
の
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
更
新
の

時
期
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

歩
道
整
備

【
問
】カ
ラ
ー
歩
道
の
今
後
の

改
修
計
画
は
。

【
答
】
道
路
維
持
補
修
工
事

計
画
に
基
づ
き
年
次
的
に

舗
装
の
打
ち
替
え
工
事
を

進
め
て
い
る
。
県
病
院
前
の

市
道
に
つ
い
て
は
令
和
８

年
度
に
完
了
す
る
計
画
で

進
め
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

高
速
道
路
の
安
全
対
策

鶴
ケ
丘
団
地
入
口
の

交
通
渋
滞

【
問
】鶴
ケ
丘
団
地
入
口
の
慢
性

的
な
渋
滞
問
題
に
つ
い
て
、

用
地
買
収
を
伴
わ
な
い
具
体

的
対
策
と
将
来
的
な
整
備
に

向
け
た
合
意
形
成
の
道
筋
を

伺
い
た
い
。

【
答
】歩
道
幅
員
を
確
保
し
た

ま
ま
部
分
的
に
用
地
買
収
を

行
っ
た
上
で
の
改
良
を
再
検
討

し
て
お
り
、警
察
や
地
元
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
地
権
者
と
の

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

長
浜
・
方
財
海
岸
の

侵
食
問
題

【
問
】本
市
と
し
て
は
、長
浜
・

方
財
海
岸
を
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
、県
と
連
携
し
、実
効
性
の

あ
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

【
答
】市
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
為
の
対
策
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き

関
係
機
関
や
地
元
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、対
策
の
実
施

に
向
け
て
対
応
し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

議
会
の
あ
り
方

検
討
特
別

委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
や
議
員

報
酬
な
ど
、
今
後
の

延
岡
市
議
会
の
あ
り

方
を
総
合
的
に
検
討

す
る
た
め
、
７
名
の

委
員
を
も
っ
て
構
成

す
る「
議
会
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

2月27日個人質問

自
民
党
き
ず
な
の
会

中
島
誠
治 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

甲
斐
忠
篤 

議
員

無
会
派

中
城
あ
か
ね
議
員

無
所
属
市
民
の
会

甲
斐
正
幸 

議
員

無
会
派

後
藤
司
光 

議
員

稲
田
　
雅
之

上
杉
　
泰
洋

宮
田
　
博
徳

甲
斐
　
忠
篤

比
江
島
久
美
子

甲
斐
　
行
雄

平
田
　
信
広

【
委
員
長
】

【
副
委
員
長
】

【
委
員
】

議
会
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会

注
2

注
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2月26日代表質問（関連質問を含む）

延
岡
市
イ
ベ
ン
ト

情
報
集
約
サ
イ
ト

　
A
I
技
術
を
活
用
し
、

様
々
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

延
岡
市
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
自
動
で
収
集
し
、多
様
な

情
報
を
網
羅
的
に
集
約

し
た
サ
イ
ト
。本
市
に
お
い

て
、
令
和
6
年
11
月
か
ら

運
用
さ
れ
て
い
る
。

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。
　

移
動
期
日
前
投
票
所

　
事
前
に
投
票
で
き
る

「
期
日
前
投
票
」
の
仕
組
み

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

ワ
ゴ
ン
車
等
を
活
用
し
て

特
定
の
場
所
を
巡
回
し
、

有
権
者
が
よ
り
身
近
な

場
所
で
投
票
で
き
る
よ
う

に
す
る
投
票
所
の
こ
と
。

カ
ラ
ー
歩
道

(

カ
ラ
ー
舗
装)

　
通
学
路
や
交
差
点
の

路
面
を
色
付
け
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
歩
行
者
エ
リ
ア

の
存
在
を
明
確
に
伝
え
る

安
全
対
策
。
視
認
性
向
上

に
よ
り
、
児
童
等
の
事
故

防
止
や
一
時
停
止
率
の

向
上
に
効
果
が
あ
り
、全
国

で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

小
野
　
挙 

議
員

無
所
属
市
民
の
会

上
杉
泰
洋 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

柴
　
浩
信 

議
員

自
治
会

【
問
】自
治
会(

区)

に
入
る
の
は

当
た
り
前
の
事
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
加
入
し
な
い
世
帯
も

あ
る
よ
う
だ
。本
市
の
現
状
は
。

【
答
】本
市
の
区
加
入
率
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、令
和
7
年

4
月
1
日
現
在
6
8
．7
％
と
、

令
和
6
年
の
同
時
期
よ
り

1.2
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
区
の
加
入
は

強
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、

市
民
一
人
一
人
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
効
薬
的
な
解
決
策
は
な
い

と
こ
ろ
だ
が
、今
後
と
も
区
長

連
絡
協
議
会
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
区
へ
の
加
入

促
進
に
努
め
た
い
。
　

災
害
対
策
関
連
予
算

【
問
】「
空
飛
ぶ
救
急
車
」の

議
論
に
一
旦
終
止
符
を
打
つ

た
め
に
も
、こ
れ
ま
で
の
検
討

経
緯
や
令
和
8
年
度
当
初

予
算
に
計
上
し
な
い
と
い
う

判
断
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

所
見
を
伺
い
た
い
。　

【
答
】令
和
8
年
度
予
算
編
成

作
業
の
中
で
、
当
事
業
を

改
め
て
精
査
し
た
と
こ
ろ
、

市
内
実
装
の
見
通
し
が

立
た
ず
、
実
装
の
目
途
が

立
つ
よ
う
な
段
階
で
改
め
て

必
要
性
を
検
討
す
べ
き
と

い
う
結
論
に
至
り
、
当
事
業

を
一
旦
休
止
と
す
る
判
断

を
行
っ
た
。

福
祉
施
設

【
問
】介
護
施
設
及
び
保
育
所

等
は
、人
手
不
足
が
長
く
続
い
て

お
り
、改
善
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。何
ら
か
の
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
所
見
は
。　

【
答
】福
祉
部
門
全
般
に
お
い
て

人
手
不
足
は
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、本
市
に
お
い

て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
と

し
て
は
、
国
の
動
向
も
見

据
え
た
上
で
、
今
後
も
関
係

機
関
と
の
連
携
・
協
力
を

図
り
な
が
ら
、
介
護
職
員

や
保
育
士
な
ど
の
人
材
の

確
保
・
定
着
に
引
き
続
き

努
め
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

農
畜
産
業
の
振
興

関
連

質
問

市
長
の
政
治
姿
勢

【
問
】令
和
8
年
度
当
初
予
算

編
成
時
に
実
施
し
た
マ
イ

ナ
ス
10
％
の
シ
ー
リ
ン
グ
で

考
慮
し
た
点
は
。

【
答
】10
％
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
は
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
と
、
市
民
生
活
の

安
定
を
考
慮
し
た
上
で
実
施

し
た
。

自
治
区
未
加
入
問
題

【
問
】市
区
長
連
絡
協
議
会

は
、区
へ
の
加
入
促
進
を

推
進
し
て
い
る
が
市
の
支
援

対
策
は
。

【
答
】区
の
役
割
や
メ
リ
ッ
ト

を
伝
え
る
た
め
の
チ
ラ
シ

配
布
や
広
報
・
F
M
の
べ

お
か
等
を
通
じ
て
伝
え
る

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

冠
水
対
策

【
問
】異
常
気
象
に
よ
る
線
状

降
水
帯
で
の
大
雨
は
、市
内

全
域
で
冠
水
を
起
こ
し
て

い
る
が
、そ
の
対
策
は
。

【
答
】
早
急
に
整
備
計
画
を

策
定
し
、
市
民
生
活
の
安
全

安
心
の
確
保
を
最
優
先
に

対
策
工
事
が
実
施
で
き
る

よ
う
、
冠
水
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

【
問
】大
き
な
行
事
等
で
女
子

ト
イ
レ
は
長
い
行
列
と
な
っ
て

お
り
大
変
だ
と
思
う
。国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
大
会
に
合
わ
せ
て
女
子

ト
イ
レ
を
増
設
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

【
答
】
過
去
の
国
ス
ポ
・
障

ス
ポ
大
会
の
状
況
を
調
査

し
て
お
り
、
競
技
の
特
性
や

会
場
の
状
況
に
応
じ
て

対
応
す
る
。

【
問
】国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
と

連
携
し
た
、和
田
越
の
戦
い

等
の
歴
史
に
関
す
る
行
事

を
考
え
て
広
報
す
る
な
ど
、

西
南
の
役
１
５
０
年
と
連
携

し
た
施
策
は
考
え
て
い
な

い
か
。

【
答
】
西
郷
隆
夫
氏
に
よ
る

講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
ほ
か
、
宿
陣
跡

や
和
田
越
の
山
中
に
残
る

塹
壕
跡
な
ど
の
史
跡
巡
り

の
実
施
も
検
討
し
て
い
る
。

■
用
語
解
説
■

　
会
派
（
政
策
や
理
念

を
共
有
す
る
議
員
同
士

が
、
議
会
内
に
結
成

す
る
集
合
体
。
原
則
と

し
て
複
数
の
人
的
構
成

が
要
件
で
あ
り
、
本
市

議
会
の
場
合
は
２
人

以
上
と
し
て
い
る
。
）

を
代
表
し
て
行
う
質
問

の
こ
と
。
本
市
議
会
で

は
、
次
年
度
の
当
初

予
算
や
多
く
の
条
例

案
等
の
審
議
が
行
わ

れ
る
３
月
定
例
議
会

で
こ
れ
を
採
用
し
て

い
る
。

■
代
表
質
問
■

注
1

注
2

注
3



７

九
州
中
央
自
動
車
道

【
問
】舞
野
I
C
の
フ
ル
イ
ン

タ
ー
化
が
実
現
す
れ
ば
、地
域

の
物
流
の
効
率
化
や
災
害
時

に
は
命
の
道
と
し
て
、多
方
面

に
わ
た
る
地
域
活
性
化
が
期
待

で
き
る
。整
備
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

要
請
し
て
い
く
か
国
や
県

の
考
え
も
含
め
、
様
々
な

角
度
か
ら
考
え
る
必
要
が

あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

九
州
医
療
科
学
大
学

【
問
】若
者
全
体
が
延
岡
は

住
み
や
す
い
と
感
じ
、住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
仕
掛
け

作
り
が
重
要
。市
が
実
態
を

把
握
し
、取
り
組
む
必
要
が

あ
る
が
、ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

【
答
】
卒
業
生
を
含
む
若
者

が
将
来
地
域
で
活
躍
す
る

た
め
の
新
た
な
雇
用
先
の

創
出
に
挑
戦
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

部
活
動
地
域
展
開

自
主
財
源
確
保

【
問
】本
市
に
お
い
て
確
実
で

恒
久
的
な
財
源
確
保
に
つ
な

が
る
市
有
林
の
木
材
売
却
に

よ
る
、自
主
財
源
の
確
保
を

提
案
す
る
が
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
】現
在
多
く
の
市
有
林
が

利
用
伐
期
を
迎
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
有
林
の
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
売
払
と

再
造
林
を
推
進
す
る
体
制

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

選
挙
運
営

【
問
】投
票
所
の
維
持
が
難
し
い

山
間
部
や
交
通
手
段
が
な
い

人
、介
護
施
設
入
所
者
等
の

投
票
機
会
を
向
上
す
る
為
に

も
、移
動
期
日
前
投
票
所
を

開
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】他
市
町
村
の
取
り
組
み

状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
市
に
と
っ
て
、
最
も
効
果

的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
方

策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

調
査
、研
究
を
進
め
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

北
方
イ
ン
タ
ー
公
園

施
政
方
針

【
問
】北
方
町
か
ら
五
ヶ
瀬
町

に
至
る
六
峰
街
道
の
観
光
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

【
答
】
関
係
町
村
の
意
向
も

配
慮
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

土
砂
災
害
対
策

【
問
】大
雨
や
地
震
に
よ
り
山

が
崩
れ
、私
有
地
内
に
土
砂

が
流
れ
込
む
と
土
砂
撤
去
は

土
地
所
有
者
が
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、行
政
か
ら

の
支
援
な
ど
は
な
い
の
か
。

【
答
】令
和
7
年
度
よ
り
異
常

気
象
に
よ
る
土
砂
災
害
宅
地

等
復
旧
補
助
制
度
を
導
入

し
て
い
る
。

金
堂
ケ
池

【
問
】池
の
水
を
抜
き
、大
規
模

な
池
干
し
が
行
わ
れ
た
が
、何

か
進
展
が
あ
っ
た
の
か
。

【
答
】
定
期
的
な
目
視
の

観
測
で
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
水
の
透
明
度
が

高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
感
じ

て
い
る
。

障
が
い
者
福
祉
バ
ス

【
問
】く
ろ
し
お
号
は
導
入
以
来

30
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
。

今
後
の
更
新
計
画
は
。

【
答
】平
成
10
年
の
取
得
か
ら

27
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

修
繕
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

含
め
、
運
行
管
理
を
運
輸
業

専
門
の
事
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。
障
が
い
者
が
安
心
・

安
全
に
利
用
い
た
だ
け
る

こ
と
を
大
前
提
に
、
利
用
者

や
運
行
事
業
者
等
の
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
更
新
の

時
期
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

歩
道
整
備

【
問
】カ
ラ
ー
歩
道
の
今
後
の

改
修
計
画
は
。

【
答
】
道
路
維
持
補
修
工
事

計
画
に
基
づ
き
年
次
的
に

舗
装
の
打
ち
替
え
工
事
を

進
め
て
い
る
。
県
病
院
前
の

市
道
に
つ
い
て
は
令
和
８

年
度
に
完
了
す
る
計
画
で

進
め
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

高
速
道
路
の
安
全
対
策

鶴
ケ
丘
団
地
入
口
の

交
通
渋
滞

【
問
】鶴
ケ
丘
団
地
入
口
の
慢
性

的
な
渋
滞
問
題
に
つ
い
て
、

用
地
買
収
を
伴
わ
な
い
具
体

的
対
策
と
将
来
的
な
整
備
に

向
け
た
合
意
形
成
の
道
筋
を

伺
い
た
い
。

【
答
】歩
道
幅
員
を
確
保
し
た

ま
ま
部
分
的
に
用
地
買
収
を

行
っ
た
上
で
の
改
良
を
再
検
討

し
て
お
り
、警
察
や
地
元
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
地
権
者
と
の

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

長
浜
・
方
財
海
岸
の

侵
食
問
題

【
問
】本
市
と
し
て
は
、長
浜
・

方
財
海
岸
を
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
、県
と
連
携
し
、実
効
性
の

あ
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

【
答
】市
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
為
の
対
策
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き

関
係
機
関
や
地
元
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、対
策
の
実
施

に
向
け
て
対
応
し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

議
会
の
あ
り
方

検
討
特
別

委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

議
員
定
数
や
議
員

報
酬
な
ど
、
今
後
の

延
岡
市
議
会
の
あ
り

方
を
総
合
的
に
検
討

す
る
た
め
、
７
名
の

委
員
を
も
っ
て
構
成

す
る「
議
会
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

2月27日個人質問

自
民
党
き
ず
な
の
会

中
島
誠
治
議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

甲
斐
忠
篤
議
員

無
会
派

中
城
あ
か
ね
議
員

無
所
属
市
民
の
会

甲
斐
正
幸
議
員

無
会
派

後
藤
司
光
議
員

稲
田
　
雅
之

上
杉
　
泰
洋

宮
田

博
徳

甲
斐
　
忠
篤

比
江
島
久
美
子

甲
斐
　
行
雄

平
田

信
広

【
委
員
長
】

【
副
委
員
長
】

【
委
員
】

議
会
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会

注
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注
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2月26日代表質問（関連質問を含む）

延
岡
市
イ
ベ
ン
ト

情
報
集
約
サ
イ
ト

A
I
技
術
を
活
用
し
、

様
々
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

延
岡
市
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
自
動
で
収
集
し
、多
様
な

情
報
を
網
羅
的
に
集
約

し
た
サ
イ
ト
。本
市
に
お
い

て
、
令
和
6
年
11
月
か
ら

運
用
さ
れ
て
い
る
。

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。

移
動
期
日
前
投
票
所

事
前
に
投
票
で
き
る

「
期
日
前
投
票
」
の
仕
組
み

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

ワ
ゴ
ン
車
等
を
活
用
し
て

特
定
の
場
所
を
巡
回
し
、

有
権
者
が
よ
り
身
近
な

場
所
で
投
票
で
き
る
よ
う

に
す
る
投
票
所
の
こ
と
。

カ
ラ
ー
歩
道

(

カ
ラ
ー
舗
装)

通
学
路
や
交
差
点
の

路
面
を
色
付
け
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
歩
行
者
エ
リ
ア

の
存
在
を
明
確
に
伝
え
る

安
全
対
策
。
視
認
性
向
上

に
よ
り
、
児
童
等
の
事
故

防
止
や
一
時
停
止
率
の

向
上
に
効
果
が
あ
り
、全
国

で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

小
野

挙
議
員

無
所
属
市
民
の
会

上
杉
泰
洋
議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

柴

浩
信
議
員

自
治
会

【
問
】自
治
会(

区)

に
入
る
の
は

当
た
り
前
の
事
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
加
入
し
な
い
世
帯
も

あ
る
よ
う
だ
。本
市
の
現
状
は
。

【
答
】本
市
の
区
加
入
率
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、令
和
7
年

4
月
1
日
現
在
6
8
．7
％
と
、

令
和
6
年
の
同
時
期
よ
り

1.2
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
区
の
加
入
は

強
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、

市
民
一
人
一
人
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
効
薬
的
な
解
決
策
は
な
い

と
こ
ろ
だ
が
、今
後
と
も
区
長

連
絡
協
議
会
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
区
へ
の
加
入

促
進
に
努
め
た
い
。

災
害
対
策
関
連
予
算

【
問
】「
空
飛
ぶ
救
急
車
」の

議
論
に
一
旦
終
止
符
を
打
つ

た
め
に
も
、こ
れ
ま
で
の
検
討

経
緯
や
令
和
8
年
度
当
初

予
算
に
計
上
し
な
い
と
い
う

判
断
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
】令
和
8
年
度
予
算
編
成

作
業
の
中
で
、
当
事
業
を

改
め
て
精
査
し
た
と
こ
ろ
、

市
内
実
装
の
見
通
し
が

立
た
ず
、
実
装
の
目
途
が

立
つ
よ
う
な
段
階
で
改
め
て

必
要
性
を
検
討
す
べ
き
と

い
う
結
論
に
至
り
、
当
事
業

を
一
旦
休
止
と
す
る
判
断

を
行
っ
た
。

福
祉
施
設

【
問
】介
護
施
設
及
び
保
育
所

等
は
、人
手
不
足
が
長
く
続
い
て

お
り
、改
善
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。何
ら
か
の
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
所
見
は
。

【
答
】福
祉
部
門
全
般
に
お
い
て

人
手
不
足
は
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、本
市
に
お
い

て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
と

し
て
は
、
国
の
動
向
も
見

据
え
た
上
で
、
今
後
も
関
係

機
関
と
の
連
携
・
協
力
を

図
り
な
が
ら
、
介
護
職
員

や
保
育
士
な
ど
の
人
材
の

確
保
・
定
着
に
引
き
続
き

努
め
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

農
畜
産
業
の
振
興

関
連

質
問

市
長
の
政
治
姿
勢

【
問
】令
和
8
年
度
当
初
予
算

編
成
時
に
実
施
し
た
マ
イ

ナ
ス
10
％
の
シ
ー
リ
ン
グ
で

考
慮
し
た
点
は
。

【
答
】10
％
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
は
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
と
、
市
民
生
活
の

安
定
を
考
慮
し
た
上
で
実
施

し
た
。

自
治
区
未
加
入
問
題

【
問
】市
区
長
連
絡
協
議
会

は
、区
へ
の
加
入
促
進
を

推
進
し
て
い
る
が
市
の
支
援

対
策
は
。

【
答
】区
の
役
割
や
メ
リ
ッ
ト

を
伝
え
る
た
め
の
チ
ラ
シ

配
布
や
広
報
・
F
M
の
べ

お
か
等
を
通
じ
て
伝
え
る

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

冠
水
対
策

【
問
】異
常
気
象
に
よ
る
線
状

降
水
帯
で
の
大
雨
は
、市
内

全
域
で
冠
水
を
起
こ
し
て

い
る
が
、そ
の
対
策
は
。

【
答
】
早
急
に
整
備
計
画
を

策
定
し
、
市
民
生
活
の
安
全

安
心
の
確
保
を
最
優
先
に

対
策
工
事
が
実
施
で
き
る

よ
う
、
冠
水
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

【
問
】大
き
な
行
事
等
で
女
子

ト
イ
レ
は
長
い
行
列
と
な
っ
て

お
り
大
変
だ
と
思
う
。国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
大
会
に
合
わ
せ
て
女
子

ト
イ
レ
を
増
設
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

【
答
】
過
去
の
国
ス
ポ
・
障

ス
ポ
大
会
の
状
況
を
調
査

し
て
お
り
、
競
技
の
特
性
や

会
場
の
状
況
に
応
じ
て

対
応
す
る
。

【
問
】国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
と

連
携
し
た
、和
田
越
の
戦
い

等
の
歴
史
に
関
す
る
行
事

を
考
え
て
広
報
す
る
な
ど
、

西
南
の
役
１
５
０
年
と
連
携

し
た
施
策
は
考
え
て
い
な

い
か
。

【
答
】
西
郷
隆
夫
氏
に
よ
る

講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
ほ
か
、
宿
陣
跡

や
和
田
越
の
山
中
に
残
る

塹
壕
跡
な
ど
の
史
跡
巡
り

の
実
施
も
検
討
し
て
い
る
。

■
用
語
解
説
■

会
派
（
政
策
や
理
念

を
共
有
す
る
議
員
同
士

が
、
議
会
内
に
結
成

す
る
集
合
体
。
原
則
と

し
て
複
数
の
人
的
構
成

が
要
件
で
あ
り
、
本
市

議
会
の
場
合
は
２
人

以
上
と
し
て
い
る
。
）

を
代
表
し
て
行
う
質
問

の
こ
と
。
本
市
議
会
で

は
、
次
年
度
の
当
初

予
算
や
多
く
の
条
例

案
等
の
審
議
が
行
わ

れ
る
３
月
定
例
議
会

で
こ
れ
を
採
用
し
て

い
る
。

■
代
表
質
問
■

注
1

注
2

注
3
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延岡市議会活動報告会
　延岡市議会では、延岡市議会基本条例に基づき、開かれた議会

の一環として、議会活動の内容を広く市民の皆様に理解して

いただくために、1月18日に延岡市役所講堂で、議会活動報告会

を開催しました。

　当日は、市議会の仕組み、各常任委員会・議会活性化特別委員

会・政策提言議員協議会の取り組みに関する報告を行った後に、

参加者からの質問等に対応しました。　

区長連絡協議会との懇談会
　1月27日に延岡市区長連絡協議会（会長：森口正輝氏）と

延岡市議会との懇談会を開催しました。

　当日は、「区への加入促進」、「福祉バス一泊利用拡大」、

「市道夏田・祝子線の一部道路拡幅」、「南延岡駅バリアフリー

化の実現」、「市道吉野・貝の畑間の迂回路開設」、「須美江

インターの上り、スマートインターの設置」、「北方インター公園

の企業誘致に伴う代替地整備等の今後のスケジュール」、

「北浦町古江地区の新たな津波避難タワー等の整備における

地域コミュニティ施設の併設」など各地区からの要望等を

伺い、それぞれを所管する各常任委員会の委員長、副委員

長から、現状等を説明する形で意見交換を行いました。　

　今年度、3つの常任委員会では、市内

の各団体の皆様とシティミーティング

（意見交換）を実施しました。本市議会

では、今後とも、各団体の皆様との

シティミーティングを行っていく予定

です。

各常任委員会でシティミーティングを実施しました
総務政策委員会
延岡市消防団とのシティミーティング
テーマ

『災害発生時における情報共有体制』

『林野火災を想定した訓練内容と装備の充実』など

産業建設委員会
延岡地区建設業協会（建築部会）とのシティミーティング
テーマ

『建築業の現況等について』など

厚生教育委員会
延岡市高齢者福祉協会とのシティミーティング
テーマ

『令和６年度介護報酬改定による経営への影響について』

『職員の年齢構成や職員確保の現状について』など

　
先
日
、
延
岡
の
早
春

を
彩
る
花
物
語
コ
ノ

ハ
ナ
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
5
万
人

を
超
え
る
来
場
者
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
五
ヶ
瀬
川
に
は

天
下
一
ひ
む
か
桜
と

菜
の
花
が
咲
き
誇
り
、

ま
た
会
場
で
は
、
延
岡

学
園
高
校
女
子
バ
レ
ー

部
、
女
子
テ
ニ
ス
部
、

延
岡
星
雲
高
校
の
女
子

生
徒
が
女
花
神
輿
の

担
ぎ
手
と
し
て
会
場

を
練
り
歩
き
、
会
場
を

華
や
か
に
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
高
校
生
や
若
い

方
が
積
極
的
に
参
加

し
て
、
ふ
る
さ
と
延
岡

へ
の
愛
情
を
深
め
て

も
ら
い
、
将
来
も
延
岡

で
生
き
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
貰
い
た
い

と
強
く
願
い
な
が
ら
、

延
岡
が
誇
る
海
の
幸
、

山
の
幸
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集

後

記


